
社会を生き抜く確かな学力を
育成する授業の創造

～国語科における思考力・判断力・表現力等の育成～

令和３年２月５日（金）

鹿児島県南大隅町立根占中学校
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学校紹介

・鹿児島県肝属郡南大隅町

・３校が統合し，平成１０年４月開校

・生徒数 １１９人

・教職員数 １９人

学校教育目標
「社会を生き抜く確かな学力と豊かな心を持つ，たくましい生徒を
育成する」
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１ 語彙の力が身に付いていない

２ 「読むこと」の領域正答率が低い

３ 自分の考えを記述する問題の無解答率が高い

４ 問われていることを的確に読み取っていない（各教科）
文章・図・グラフなどから情報を正しく捉えることが
できていない

研究主題設定の理由

本校の課題

生徒の学ぶ姿 全国学力・学習状況調査 本県学力調査
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研究主題の設定

「社会を生き抜く確かな学力の育成」

国語科における学習指導の改善・充実

他教科等の学習で生かすように指導
身に付けた資質・能力
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研究体制

研究推進委員会

国語科
（授業研究）

研修推進係

研究体制

校内学力向上委員会

・学習指導改善
・授業実践

・校内への周知
・他教科への展開

・本校の学力分析
・学力向上の取組提案
・カリキュラム・マネジメント

鹿児島県教育委員会
大隅教育事務所
南大隅町教育委員会

・授業実践，研究への指導

5



１ 思考力・判断力・表現力等の育成を目指す授業改善

２ 語彙の力の向上をはじめとする，これまでの課題に

応じた指導

３ 他教科の授業や教科横断的な取組と関連付ける指導

法の工夫

具体的な研究活動
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１ 本校の課題を明確化させるための分析

２ 思考力・判断力・表現力等の育成を目指す

授業実践

３ 評価テストの工夫

４ 語彙の力を高める取組

国語科での取組
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国語科におけるこれまでの取組

１ 本校の課題を明確化させるための分析

① これまでの全国学力・学習状況調査の結果に見られ
る課題等の分析から，「読むこと」における文章の解
釈などについて課題が見られた。

② 今年度の全国学力・学習状況調査の結果からも同様
の課題が見られた。

③ 更なる小問ごとの分析を行い，手立てが必要な生徒
に着目した授業展開を行うようにした。
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①H30授業アイデア例をもとにした授業実践

(1) 「問いの答えを見付ける」ための手掛かりになる箇

所に印を付ける。

(2) 問いに対する答えにたどり着くまでの以下の過程を

まとめ，お互いに説明し合う。

国語科におけるこれまでの取組

２ 思考力・判断力・表現力等の育成を目指す授業実践

ア どの段落に着目したか，それはなぜか

イ ア以外でどのような内容や言葉に着目し，どう判断したか
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10

平成30年度 授業アイデア例（中学校 国語）

（国立教育政策研究所教育研究センター）



各自で問題に取り組んだ後・・・

答えにたどり着くまでの過程
を，お互いに説明し合う
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全国学調大問２に再度取り組むと
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教科書教材「情報社会を生きるーメディア・リテラシー」
（三省堂３年）での実践

①一人一人が筆者の主張を捉えるための「わたしの問い」
を立てる。

生徒が立てた「わたしの問い」の例
・メディア・リテラシーとは何か。
・なぜ私たちはメディア・リテラシーを身に付ける必要が
あるのか。
・メディアの特性とはどのようなことか。
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教科書教材「情報社会を生きるーメディア・リテラシー」
（三省堂３年）での実践

②「わたしの問い」の解決を図る。答えにたどり着くまで
の過程を明らかにしておく。
・注目した段落とその理由
・それ以外で注目した語句や内容

③同じ問い，似た問いを持つ人と，その過程を説明し合
う。

④確かになった「わたしの問い」の答えを共有する。

14



②自己の考えを表現する授業実践（１年生での実践）

国語科におけるこれまでの取組

学習材名 言語活動

朝のリレー 作者の立場で読者にメッセージをおくる

オオカミの友だち オオカミの立場で日記を書く

空中ブランコ乗りのキキ 人物評を書く

字のない葉書 家族をテーマにスピーチをする

食感のオノマトペ 図表から読み取ったことを説明する

竹取物語 話のおもしろさを紹介しよう

玄関扉 三角ロジックを用いて主張文を書こう

記述への抵抗を減らし，無解答率を下げるため，身に付け
た力を表現する活動を継続して行っている。
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国語科におけるこれまでの取組

①考えたことを表現する。
②共有し，考えを深める。

「竹取物語」のおもしろさを紹介しよう生徒作品 16

②自己の考えを表現する授業実践
１年生のこれまでの実践



国語科におけるこれまでの取組

３ 評価テストの工夫

一部問題で解答類型を作成

分 析

授業展開
手立ての参考

意図的なグループ
編成

主体的・対話的な学び

最も力を入れた指導事項に関する設問
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国語科におけるこれまでの取組

４ 語彙の力を高める取組（コラム学習）

・家庭学習と月曜朝の１０分間
・地方紙のコラムを週末に配付
・意味調べと短文作り（週末課題）
・コラム学習の時間に要約
・授業の始めに相互交流
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国語科におけるこれまでの取組

４ 語彙の力を高める取組（コラム学習）

国語の授業以外で，日常の中にいかされた場面

ア 文化祭のふり返り（中２）

イ 道徳の授業のふり返り（中２）
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他教科への展開

社会科、数学科での取組

～解答類型の作成をとおした指導改善～
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理科担当

テスト問題や実験について
の記述を適切に読み取るこ
とに課題がある・・・

数学担当

問題の文章の中から、適切
な数値を選択し、式をたて
ることに課題がある・・・

社会担当

情報に埋もれてしまい、複数資
料の中から必要な情報を活用す
ることに課題がある・・・

【課題】情報を正しく捉え、情報を活用する力の育成

国語科の分析で見えてきた課題と
本質的に共通しているのでは？

国語科以外から出された課題点
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情報を正しく捉え、活用できていない具体例（社会科） 【問い】

資料１より、エジプトの国民

総所得は年々上昇している

が、ナイジェリアは年ごとに

上がったり下がったりしてい

る。この理由を資料２～４か

ら分かったことを使って説明

せよ。

【多く見られた解答】

原油価格が年ごとに上がったり

下がったりしているため。

※資料３・４を活用していない
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【他教科に応用すると】
資料（文章や図、グラフ）のどこに着目して答えを導き
出したのか，手がかりとなった箇所に印を付ける。

国語科のアプローチを他教科に応用する際の方向性

国語科のアプローチ
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【他教科に応用すると・・・】
資料（文章や図、グラフ）のどこに着目して答えを導き出した
のか、手がかりとなった箇所に印を付ける

資料から読み取らせたい内容や、生徒のつまづきを予測し、
指導を充実させるためには、評価テストを工夫し，解答類型
を作成することで，指導を改善し主体的・対話的な学びにつ
なげていくことが効果的ではないか？

他教科での具体的方策
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評価問題の工夫と解答類型の作成（社会科）①
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評価問題の工夫と解答類型の作成 （社会科）②
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評価問題の工夫と解答類型の作成（社会科）③
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評価問題の工夫と解答類型の作成 （社会科）④
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国語科のモデルをもとにした事後指導（社会科）①

解答状況を分析し，意図的なグループ編成を行う。タブレットを用い
て，グループワークに取り組ませ，資料（文章や図、グラフ）のどこ
に着目して答えを導き出したのか、手がかりとなった箇所に印を付け
させる。
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国語科のモデルをもとにした事後指導（社会科）②

正解だったけど，改めて
詳しく見てみると，資料
と，選択肢のつながりが
はっきりするね。

なんで，この選択肢はまち
がっているの？ああ，なる
ほど。適当に読んでた。

問題の読み取り段階のつまづきを解消

資料についてより深く解釈
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国語科のモデルをもとにした事後指導（社会科）③

生徒の学習の様子（タブレット画面を保存したもの）
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国語科のモデルをもとにした事後指導（社会科）④
生徒の学習の様子（タブレット画面を保存したもの）
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評価問題の工夫と解答類型の作成 （数学科）①
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評価問題の工夫と解答類型の作成 （数学科）②
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評価問題の工夫と解答類型の作成 （数学科）③
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成果と課題

〇「読むこと」領域において，本校の課題がより明確になった。

〇 解答類型の作成によって，資質・能力をより明確に意識する

ようになるとともに，生徒のつまずきを予想し，手立てを考え

やすくなる。

〇 分析を進めることで，手立てが必要な生徒に着目した授業展

開が可能となった。

〇 思考過程を説明することで，振り返りがしやすくなった。

〇 他教科にどのように広げていくかの検討

● 語彙指導の授業実践が十分でなかった。
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